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�　昨日第３回定例理事会及び第２回クラブ協

議会を開催いたしました。７月・８月の収支

報告、例会プログラム等を承認致しました。

　函館にて開催される地区大会には、会員夫人

を含めて２５名程の参加を予定しています。

�　国際ソロプチミスト留萌様よりチャリティ

ビアパーティーの売券の礼状が届いておりま

す。

�　第９回自然塾全国大会 ｉｎ 萌州への参加依

頼状が来ています。クラブとして整理券５枚

を用意しています。参加希望の会員は幹事ま

で申し込みください。

１）赤平ＲＣ、深川ＲＣ、芦別ＲＣより９月例

会の案内及び例会変更のお知らせが届いてお

ります。

２）芦別ＲＣより２００７年～２００８年度の活動計画

書及び２００６年～２００７年度の活動報告書を受領

しました。

３）ロータリーの友事務所よりロータリーの友

英語版の注文書が来ております。

会報受領先

・・赤平ＲＣ　　№２２７８号～№２２８０号

・・深川ＲＣ　　№２３６９号～№２３７０号

・・芦別ＲＣ　　№２４１３号～№２４１６号

ゲスト

　　留萌支庁水産課　課長　津坂　　透様
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�������　　　　　　　　　高田委員長

　先週の例会を仕事にて欠席しましたが、二ノ

宮例会運営委員長さんの司会進行により情報集

会の発表を各班にしていただきました。各班で

会員増強の対象者として氏名の上がった方が居

りましたら、私の方までメモ書きでも良いので

お教え下さい。

　本日の会報に掲載された沢山の貴重な意見に

感謝致します。当委員会もこの内容を参考にし

て委員会活動を行ないたいと思います。また会

長・幹事はじめ、理事会の皆様もこの意見を参

考にクラブ運営に当たられていただければ幸い

です。

�������　　　　　　　　二ノ宮委員長

　会長報告でもありましたが、函館にて開催さ

れる地区大会に２６名の方が登録頂きました。登

録頂きましたが、場所が遠方の為当日大会に参

加される方が１９名と少ないのが現実です。何と

かご夫人の参加も含めて２５名にしようと思って

おります。１０月１９日の森町の北電地熱発電所見

学例会にはある程度の人数を確保したいと思い

ますので、バスもまだまだ余裕がございます。

もし出席出来る会員さんがおりましたら、また

奥様も参加出来るという方は私の方までお申し

込みください。よろしくお願いします。

�����　　　　　　　　　齋藤愛好会会長

　９月例会を９月１９日午後６時３０分よりスナッ

クいふにて開催いたします。後ほどＦＡＸにて

愛好会会員さんに出欠を確認いたします。よろ

しくお願いします。

�������　　　　　　　　　澤田委員長

「ロータリーの歌」

　ロータリー創立後、３年間シカゴＲＣでは奉

仕強調派と親睦派との間に激しい討論があり、

クラブ崩壊寸前となったとき、印刷業のハリー

ラグラスが諸君唄おうではないかと提案したの

が始まりと言われている。このハリーは、ロー

タリー誕生早々、シカゴロータリークラブと正

式に名称を決め、初代の役員に選任され会計を

務め、その後ポールハリスの後を受けてシカゴ

クラブの会長に就任した人です。

　歌を唄う提案後間もなく、ロータリーの例会

で歌う習慣となった。この習慣は米国の多くの

クラブに普及し、今日ではオーストラリア、カ

ナダ、ニュージーランド、日本など様々な国の

ロータリー例会のポピュラーな親睦行事となっ

ている。

　例会の始めに国家を歌うクラブもある。しか

し、南米、ヨーロッパ、アジアのロータリーク

ラブの例会でロータリーソングが歌われる事は

殆どない。日本で歌われる「我等の生業」一業

一人制のロータリアンがクラブを結成し、平和

と親睦の目的に向ってクラブ奉仕、職業奉仕、

社会奉仕、国際奉仕の四大部門を通じて努力す

る内容である。特に歌詞には職業奉仕の重要性

が強く謳われている。

　「奉仕の理想」は大体同じ内容だが、自己の職

業奉仕を通じて世の為、人の為になるように最

終的にロータリー綱領第四番目の世界平和が永

遠に続く事を願望している歌詞である。

　以上２つのソングはロータリー代表ソングで

あり、リズムも多少スローテンポで厳粛さがに

じみ、身の引き締まる感がするので、通常大会

や協議会、例会の開会時によく合唱される。

「手に手つないで」はロータリーの拡大と親睦

を内容として歌われ、クラブの会員結束と世界

平和に向って努力をしようというリズミカルな

歌い易いソングである。

「それでこそロータリー」はこれも軽快なリズ

ムにのったメロディーで、一番の歌詞で会員同

士の親睦を、二番では社会のため平和のため努

力するというものである。

　ロータリーの公式の歌は、１９９９年１１月理事会

で、ベートーベン作曲のマーチ編曲エグモント

序曲が公式の歌と決定した。
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・・良いことがありました　その内容は秘密です

　　　　　　　　　　　　　　　　　関野会長

・・麻雀大会優勝しました　　　　　　武井会員

・・麻雀大会準優勝　　　　　　　　　渡邊会員

・・代打ちで１位になりました　　　　鈴木会員

　前　回　　２７４，０００円

　今　回　　　７，０００円

　累　計　　２８１，０００円

「タコ箱漁オーナー２００７を実施してみて」

　留萌支庁水産課 課長　津坂　　透 様

　タコ箱漁とは皆様

もご存じのように、

タコ箱を海に沈めて

タコを捕る漁法です

が、入るか入らない

か判らないギャンブ

ルみたいなもですので、これを一般の人々に楽

しんでいただこうとこのタコ箱漁オーナー制度

を実施いたしました。しかしこのギャンブル性

の高い事を役所がしていいのかという意見も

あったことは事実です。これに対してはタコ箱

に全然入らなかった人たちには、残念賞を贈る

など色々な事を企画して開催に至りました。そ

もそもこの企画を考えたのが平成１７年の秋頃で、

昨年の秋にこの話が具体化し、松岡支庁長のご

了解を得て、本庁の財政課と予算取りで戦って

参りました。この結果、今年の４月に予算がつ

き、この企画を進める事ができました。

　４月４日に地元新聞の日刊留萌に今年の事業

として記事が掲載され、ホームページにアップ

しますと、早速４月６日に日刊スポーツ（道内

版）に記事が載りました。この結果ＨＢＣラジ

オから電話での出演依頼があり、同日生出演し

た担当の佐々木という課員はこれまで６～７回

の出演をしております。４月１５日に道新の取材

を受けて朝刊に記事が載り、その後電話での問

い合わせが殺到しました。４月１６日に募集予告

版をホームページにアップ、ＨＢＣテレビでタ

コ漁の様子が放映されました。これは小平の阿

部さんに協力をお願いしたが、本来４月はタコ

はあまり捕れませんので、大変苦労したみたい

です。５月４日共同通信社から全国の系列新聞

に記事が載り、電話の対応が大変でした。連休

中も電話が鳴りっぱなしで、本州の人は支庁と

いうのが役所とは知らなかったみたいです。５

月７日に応募開始、水産課の課員全員で対応し

ました。タコ箱も５０から１００箱にお願いして増

やしていただきました。５月８日ＴＢＳの朝ズ

バ等で放映され、５月９日にはヤフーのトピッ

クス欄にアップし、ホームページのアクセスが

殺到、一夜で７万アクセス、７０００件の応募があ

りました。これがアクセスランキング入りし、

道内外のテレビ・ラジオ・雑誌などの取材が殺

到いたしました。５月２５日の知事の定例記者会

見で話題となり、５月２７日の「うまいよ、るも

い市」会場にて公開抽選の運びとなりました。

応募数２２，４６０件、ホームページアクセス１３万件

という結果でした。６月６日タコ箱１０８個を設

置、引き上げは６月１４日、６月２５日、７月２日、

７月８日、７月１７日、７月２３日の計６回の引き

上げでした。結果は５３人に７８杯を送付し、５５人

には残念賞という形になりました。７月３日に

は、めざましテレビが生中継ということで来ま

したが、海上のタコ箱のところまでは電波が届

かず電波の届く所にタコ箱を移して俗に言うや

らせをしてしまいました。最終は７月２３日の引

き上げを最期に終了しましたが、７月３０日ヤ

フーの上半期最もネットを騒がせたニュースに

選ばれました。（現在１８万件のアクセス）９月１

日にタコの頭（タウリン）の記事が道新に掲載

されました。

　ではなぜ今留萌の水産物をＰＲしなければい

けないのかと言いますと、私が水産に携わって

２０数年になりますが、留萌の水産事情がありま

す。留萌支庁は魚類の取り扱い高でいいますと、

平成１０年には９位で２０，９１５トンでしたが、平成

１５年には１１位と２位下がっただけですが、取り

扱い高が６，３４７トンと激減しています。海岸１

�あたりの漁獲高は大変低く、キロあたり３７ト
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ンとなっております。つまり物流コストが量が

ない分高くなります。そこでさかなのブランド

化と言いますか、留萌のさかなを知ってもらう

事を考えた訳でございます。耳寄り情報と言う

事で平成１７年にじゃらんが行なったブランド漁

獲地認知度調査というものがありますが、因み

に１位は函館のイカですが、留萌管内では２１位

に天塩のしじみ。２５位留萌の数の子。３２位に初

山別のふぐが入っていました。私が留萌に来た

時、数の子はるもいの魚か？ふぐは初山別でど

れ位捕れているのかな？と疑問に持ったのも事

実です。逆に留萌は甘えびかな、たこかなとも

思いました。実際魚種別支庁順位ではひらめの

漁獲量は１位ですし、みずだこの漁獲量では宗

谷に次２位となっているのに、あまり認知され

ていませんでした。これは関係ありませんが管

内のトドによる魚類減耗は、１日に平均約４０�

の魚を食べ、来遊頭数が約１０００頭と言われ、来

遊時期が１８０日位ですので、計算上７，２００トンの

魚を食べています。つまり留萌の水揚げ以上の

魚を食べている事になります。だから留萌の水

揚げが少ないのかもしれません。

　平成１５年留萌お魚普及協議会を設立し、各地

でお魚フェアーを開催。平成１７年に新星マリン

漁協のひらめフェアーを札幌で開催。これは６

月から７月にひらめが捕れて価格も下がります

ので、札幌のホテルにてひらめの料理などを紹

介しました。また同年秋に増毛にて秋サケ定置

ウォッチングツアーを開催、２０名限定で家族を

募集し、船に乗り、定置網の引き上げで取れた

てのいくらを食べるという企画でした。私が赴

任してから１８年度には新星マリン漁協さんのひ

らめを推し進めると言う事でひらめのブランド

化に取組み、消費者との一体化ということで漁

業体験ツアーも企画いたしました。これは道費

２０～３０万を使ってのツアーでしたが、雑誌に取

り上げられ、５ページにわたり紹介して頂きま

した。ジャランなどの雑誌ですと１ページが

４０万円と言う事ですので、約２００万の効果が出

たと思います。これからはこのように取材を受

けるような企画を考えていけば少ない予算で大

きなＰＲが出来ると思います。

　最期のお話になりますが、漁業体験ツアーで、

新星マリン漁業の青年部の方と知り合いになり

ましたが、初めはお嫁さんツアーなどとラジオ

局にいわれましたが、３回開催し、漁業関係者

と信頼関係を構築する事が出来ました。これに

より、昨年秋に５０箱でいいからタコ箱を貸して

くださいと頼み込み協力を得て、今回の企画が

成功した訳でございます。それが無ければこの

様なことは出来なかったと思います。また地元

のデザイナーさんとの出会いもあります。昨年

のひらめのポスターなどのデザインを無償でし

ていただいた事、留萌開発建設部さんとの連携

などもあります。これはホームページの作成費

を負担していただきました。管内４漁協のお魚

普及協議会のバックアップも大変大きく、漁協

間も調整が不要で、経費も出していただきまし

た。また若手の職員の積極的な協力と団結力そ

してＩＴ技術を取り入れそれを活用し、その技

術力に脱帽しました。私どもの若手職員も期待

感に応える意識が強く内の者もなかなかやるな

と思いました。しかし最大の難関は身内（本庁）

の予算査定で、前例主義と申しましょうか事な

かれ主義と申しましょうか、なかなか予算を付

けてくれないのです。そんな中漁協の青年部さ

んや留萌開発建設部さんの協力を経て何とか開

催にこぎつけた訳です。

　最後に今回の事業で協賛していただいた企業

が５社ありました。また、ようこそ札幌という

ホームページがありますが、その中に留萌が特

集として載っております。留萌へ行くなら海沿

いをとか、増毛のさくらんぼや留萌の味「田中

青果のやん衆にしん漬」や小平で茹でタコを買

うなどが掲載されています。また今回釧路水産

試験場に成分分析をお願いして、道新にも掲載

されましたが、９月１日朝刊の地方版で、留萌

のタコはタウリンが豊富と言う記事です。これ

はコレステロールを下げ、疲労回復に効果があ

るという記事です。今後留萌管内でも話題性の

ある企画を検討し協力していければと思ってお

ります。本日はありがとうございました。
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